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「さがほのか」の促成栽培における LED 照射が生育・収量に及ぼす影響

○野﨑克弘・早日隆則・加藤三郎

（宮崎総農試）

【目的】

これまでに Y 社製の LED を使用し，青の電照

による増収効果を確認しているが，青で補光・電

照と長期間照射すると 4,5 月の収量が減少する。

一方，赤を補光・電照の長時間照射すると増収す

るというロープ LED を用いた試験結果もあること

から，本試験により赤，青の電照のみの短時間及

び補光・電照の長時間照射及び青と赤を組み合わ

せた電照が生育・収量に及ぼす影響を検討する。

【材料および方法】

品種は「さがほのか」を用い，電照は暗期中断方

式で行った。慣行区（白熱電球）及び赤･青の各 LED
の電照のみの区は，2014 年 11 月 18 日から 12 月 22
日まで 23 時から 1 時までの 2 時間，2014 年 12 月

22 日から 2015 年 3 月 14 日まで 23 時から 2 時ま

での 3 時間行った。また，赤･青 LED 電照に補光

を組み合わせる区は，上記の処理に赤･青 LED に

より，6 時～ 18 時までの補光を組み合わせた。電

照赤・青組み合わせ区は，定植から 2015 年 1 月 14
日まで青 LED で 23 時から 3 時間の暗期中断処理

を行い，1 月 14 日からは赤 LED で暗期中断処理

を行った。LED 光源は(株)Y 社製の LED を植物

体上 9 ～ 15cm の距離から照射した。各区，培地

から 30cm の高さの PPFD が 150µmol/m ⁻
2s-1 にな

るように光源の高さを調節した。波長は，赤が

660nm，640nm，青は 450nm にピークを持つ単波

長であった。試験規模は 1 区 6 株反復なしとした。

定植は 2014 年 10 月 15 日に 60cm × 20cm のプラ

スチック製プランターに行った。基肥は株あたり

N1.5g，P1.3g，K1.0g(ｴｺﾛﾝｸﾞﾄｰﾀﾙ 319，100 日ﾀｲﾌﾟ)

を施用した。追肥は OK-F-1(N:P:K=15:8:17)を用い，

2014 年 11 月 7 日から 2000 ～ 3000 倍液を施用し

た。摘葉は古葉を中心に適宜実施した。摘果は行わ

なかった。

【結果および考察】

生育は，2015 年 1 月の調査で，補光をしている 2
区の草丈が高かった(第１表)。青 LED で電照処理

をしていた「青電照」と「赤・青組み合わせ」は草

丈が低い傾向があった。その後の生育，草丈等の生

育差は徐々になくなっていき，4 月の生育に有意

差はなかった(データ略)。収量は，総果数および総

収量は「青電照」が最も多かったが，青 LED 区は

上中物率が低い傾向があった。このため，上中物果

数および上中物収量では，「赤･電照+補光」が最

も多かった(データ略)。光合成調査は，晴れの日で

は，光を光合成回路に使用する割合である量子効率

が，慣行区が最も高く，補光を行っている 2 区で

低い傾向にあった(データ略)。曇り及び雨の日の光

合成速度は，補光を行っている 2 区が高くなって

いた。これは，量子効率は低いが，補光の影響で，

光合成有効放射が他区より高くなっているため，光

量の違いが光合成速度に影響したと考えられる(第

２表)。赤 LED と青 LED の補光を比べると，光合

成有効放射は，赤 LED の方が高い傾向にあった。

以上のことから，LED を用いた電照および補光

は，赤 LED を用いた区，特に「赤･電照＋補光」

で収量が多かった。補光を行うことで必ずしも光

合成速度が高くなるわけではないが，今回調光し

た LED では，曇りや雨の日の光合成に必要な光を

補う役割を担っていることが分かった。

第 １ 表 2015 年 1 月 13 日 の 株 の 状態

区名 草丈 葉柄 葉長 葉幅 葉色

㎝ ㎝ ㎝ ㎝

赤 ･電照 26.0ab 21.5b 10.9 9.0a 42.0
赤 ･電照 ･補光 27.6b 22.1b 11.5 9.6ab 42.0
青 ･電照 22.7a 18.9ab 9.4 7.8a 41.9
青 ･電照 ･補光 28.3b 22.6b 10.1 10.8b 41.2
赤 ･青組合わせ 21.7a 15.8a 9.7 8.0a 40.9
慣行 26.5ab 21.3b 9.7 8.3a 42.4
数値は平均値 (n=6)。一元配置の分散分析により

同 一ア ルファベット間に有意差なし（ Tukey 法 ,P<0.05）。

葉の大きさは完全展開葉 2 枚目を測定。

葉色は MINOLTA SPAD-502 の測定値。

第 ２ 表 雨の 日 の 光 合成 調 査

区名 量 子 効 光 合 成 有 ｸ ｴ ﾝ ﾁ ﾝ 光 合 成 速

率 (%) 効放射 ｸﾞ係数 度

赤 ･電照 76.2b 18.8a 68.9b 1.2a
赤 ･電照 ･補光 69.7a 73.8b 56.0a 3.4b
青 ･電照 75.6b 19.8a 66.3b 1.1a
青 ･電照 ･補光 72.5a 63.6b 65.8b 3.6b
赤 ･青組合わせ 75.8b 25.8a 65.8b 1.5a
慣行 75.9b 24.7a 71.4b 1.5a
光合成計測には EARS 社製 Mini PPM 300 を使用し，

完全展開葉 2 枚目を測定。数値は平均値 (n=12)。
一 元配 置 の 分 散 分 析 に よ り 同 一 ア ルフ ァ ベ ッ ト 間 に 有

意差なし（ Tukey 法 ,P<0.05）。

光合成速度の単位は ,μ molCO2/m ２ /ｓ

 

 

イチゴ蒸熱処理における処理方法と処理時期が花芽分化， 

生育及び年内収量に及ぼす影響 

 

○田尻一裕・並崎宏美・三原順一・高山智光 1） 

（熊本農研セ・1）九州沖縄農研） 

 

【目的】 

イチゴ栽培の病害虫防除として，イチゴ苗に

寄生するうどんこ病，アブラムシ類，ナミハダ

ニを，苗に重大な障害を生じさせずに，同時に

防除できる装置が開発された 1）。この装置を利

用し，花芽分化前と本ぽ定植直前処理で，蒸熱

処理の処理方法と処理時期が花芽分化，生育及

び年内収量に及ぼす影響を検討する。 

なお，本試験は農林水産業・食品産業科学技

術研究推進事業「蒸熱処理は化学農薬無しで徹

底消毒！クリーンなイチゴ苗から始まる防除体

系を構築」（九州沖縄農研セ，福岡農総試，佐

賀農研セ，熊本農研セ他）の課題で実施した。 

【材料および方法】 

 品種は「さがほのか」を用い，蒸熱処理方法

は 48℃10 分，50℃10 分，52℃2 分，52℃4 分，

無処理区を設け 2014 年 9 月 25 日に蒸熱処理を

行い，同日定植した。処理時期は，花芽分化前

の 8 月 27 日と定植前処理の 9 月 25 日に，それ

ぞれ 50℃10 分と 52℃4 分の 2 区を設け，対照と

して無処理を設け，9 月 25 日にいずれも定植を

行った。いずれの試験も，7 月 23 日に切り離し

た苗を硬質フィルムハウス内に 1区 10株 3反復

で定植を行い，生育，開花及び年内収量を調査

した。 

【結果および考察】 

蒸熱処理方法の検討では，蒸熱処理 5 日後の

葉やけ程度は，48℃10 分では無処理と差が少な

く，処理温度が高いほど大きかった。頂花房の

出蕾及び開花は，有意差はなかった。頂花房の

花数は 48℃10 分がやや多かったが，有意差は認

められなかった。年内可販果収量は，いずれの

処理区も無処理区に比べ有意差は認められなか

った。可販果平均重は，無処理が最も重く，次

いで 48℃10 分が重く，52℃4 分で最も軽かった

（第 1 表）。 

蒸熱処理時期の検討では，頂花房花芽分化は

無処理区に比べ，花芽分化前の蒸熱処理区で花

芽分化程度が低く内葉数が多く，やや遅延する

傾向にあった（第 2 表）。また，処理温度の高

い 52℃4 分区が遅延程度は大きかった。蒸熱処

理後の葉やけ程度（処理後 5 日目）は，52℃4

分が 50℃10 分より大きく，50℃10 分では定植

前処理区が花芽分化前処理区より大きかった。

頂花房の出蕾及び開花は，有意差はなかった。

頂花房の花数については，花芽分化前 50℃10

分で多く，定植前 50℃10 分で少なかった。年内

可販果収量は，いずれの処理区も無処理区に比

べ有意差は認められなかった。可販果平均重は，

花芽分化前処理及び無処理が重く，定植前処理

は 15ｇ以下で軽かった（データ省略）。 

 以上から，「さがほのか」における定植前の

蒸熱処理において，定植直後の葉やけは処理温

度が高いほど発生程度が大きかったが，年内収

量の減収は認められなかった。また，気温の高

い花芽分化前処理が処理後の葉やけが少なく，

花芽分化前処理は年内収量の減収は認められな

かったが，花芽分化がやや遅延することが明ら

かとなった。今後，総収量については検討する。 

 

1） 高山智光ら（2013）盛夏期におけるイチゴ

苗の蒸熱処理装置による病害虫同時防除 

農研機構九州沖縄農業研究センター成果情

報 

 

 

     

蒸熱処理
花芽分化 内葉数

50℃10分 ①①①①① 5.0
52℃4分 ××①①① 5.0

無処理 ①①②④⑥ 4.4

第2表　花芽分化前の蒸熱処理が
　　　 頂花房花芽分化に及ぼす影響

注）花芽分化程度；①：肥厚初期、
②：肥厚中期、③：肥厚後期、④：二
分期、⑤：二分期後期、⑥：ガク片形
成期

9月15日
蒸熱処理

出蕾ま
で日数

開花ま
で日数

（日） （日）

48℃10分 0.2 a 30 42 10.2 a 503 ±61 a 16.3 a

50℃10分 1.0 b 29 40 8.8 a 537 ±46 a 14.6 ab

52℃2分 1.5 c 30 41 9.1 a 551 ±31 a 15.8 ab

52℃4分 2.5 d 30 41 9.4 a 507 ±35 a 14.1 b

無処理 - 30 42 9.5 a 530 ±42 a 16.6 a

第1表　「さがほのか」に対する蒸熱処理方法が葉やけ、開花特性及び
　　　 収量に及ぼす影響

（kg/10a）

平均
果重

（ｇ）

注1）葉やけ程度は0：無、1：1～20%程度焼け、2：21～40%程度焼け、3：41～60%程度焼
け、4：61～80%程度焼け、5：81～100%程度焼けとして調査した
2）頂花房の出蕾までの日数は定植日からの日数で表した
3）Tukey法により異なるアルファベットは各品種間内で有意差（5%水準）があることを示
す
4）収量の±は標準偏差を示した

（花/株）

葉やけ程度
（処理後5
日目）

頂花房

花数 収量

年内可販果
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